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○
オープンハイスクール
の充実

オープンハイスクールの内容をより充実し、中学生や保護者にア
ピールする。

37.8% 59.5% 2.7% 0.0% 3.35 各科ごとに十分できていると思う 3.40 -0.05

○ 広報活動
HPや広報誌『聲』、学校案内を充実する。また、生徒連絡を十分に
行う。

43.2% 54.1% 2.7% 0.0% 3.41 行事ごとにHPも十分に更新されている 3.53 -0.12

○ 危機管理の徹底 防災マニュアルや消防計画書の作成と周知、避難訓練の実施。 43.2% 54.1% 2.7% 0.0% 3.41 防災マニュアルは随時更新を要する 3.40 0.01

○
情報端末を活用した授
業研究

情報端末をうまく活用できるよう、情報端末を活用した授業を展開
する。また情報機器を活用した授業の研究や操作・活用方法などに
ついての研修を行う。

40.5% 59.5% 0.0% 0.0% 3.41
アンケートを実施した結果、ICTを活用した授業がわかりやすいと回答した生徒が８割程度で
あった。先生方の工夫していただいている結果だと感じている。次年度はICTを活用した授業研
究を深めていきたい。

3.35 0.06

○ ○ 授業アンケートの実施

授業アンケートを用い、生徒の自己評価により基本的な学習習慣を
見直しを行う。また教員への授業評価を行い、その結果をもとに授
業改善を行う。また、教育の情報化を推進するため、アンケート調
査アプリ等を活用してアンケートを実施する。

18.9% 67.6% 10.8% 2.7% 3.03 全体に授業アンケートをできていないため、次年度に検討したい。 3.43 -0.40

○ ○ 観点別評価の実施
主体的・対話的で深い学びのある授業展開を行う。また、新学習指
導要領の３観点に対応した評価方法について各教科で検討し、実施
する。

35.1% 54.1% 8.1% 2.7% 3.22
導入一年目で各教科、学科の先生方で議論していただいた。今年度の結果をもとに次年度の
計画を行っていきたい行っていきたい。行っていきたい。

○ 出欠・成績管理の徹底
生徒の出欠を校務支援システムに日々入力し、その状況を活用し
て、教科担当・担任との連携を密にする。

48.6% 35.1% 13.5% 2.7% 3.30 週に一度入力の確認作業を行った。次年度も継続していきたい。 3.53 -0.23

○ ○ ○
学年･保健部･教育サ
ポート委員会・SCとの
協力

生徒の心身の健康・安全にかかわる部署と情報や対応を共有し、生
徒と向き合う。

35.1% 56.8% 8.1% 0.0% 3.27 各部会と情報共有することで、生徒課題の多様化個別化に対応できた。 3.38 -0.11

○ ○ ○ ○ 対話的生徒指導
問題行動に対する事実確認や聞き取りだけでなく、普段の学校生活
のあらゆる場面で生徒と対話し、生徒に寄り添い、開かれた生徒指
導部を目指す。

43.2% 48.6% 8.1% 0.0% 3.35 生活面における生徒への情報提供や、問題の未然防止.早期発見につながった。 3.18 0.17

○ ○ ○ ○ 具体的行動力
挨拶運動や遅刻者確認昼休み巡回や交通指導、街頭補導など、現場
の活動を重視し、生徒とかかわる場面を増やし、多角的に生徒と向
き合える生徒指導を行う。

54.1% 35.1% 10.8% 0.0% 3.43 生徒の生活習慣や校外での様子を継続的に見ることで、指導の手がかりとした。 3.28 0.15

○ ○ ○ 一致団結生徒会
生徒会を有機的に組織し、行事やボランティア活動によって、全校
生徒が生徒会会員である自覚を醸成し、学校内外で実業ブランドを
確立する。

56.8% 40.5% 2.7% 0.0% 3.54 熱心な取り組みにより、各種行事をより盛り上げ、成功することができた。 3.23 0.31

○ ○ ○ ○ 生徒による生活づくり
校則やマナー、情報機器の使用ルールを生徒自ら見直す機会をつく
り、皆が過ごしやすい学校生活を主体的に考え実現する場面を設定
する。

51.4% 37.8% 10.8% 0.0% 3.41 生徒による主体的な学校生活環境づくりや、ルールの見直しをすることができた。

○ ○ 進路説明会の実施
進路の手引を作成し、保護者や生徒に対して説明会を実施し、情報
連携を深める。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51 対面で保護者説明会ができた 3.58 -0.07

○ 進路セミナーの実施
各学年・時期に応じて、企業の方や派遣講師をお招きしセミナーを
実施する。

62.2% 35.1% 2.7% 0.0% 3.59 定期的に講師をお招きしてセミナーを実施できたが、学年との連携がもう少し必要 3.60 -0.01

○ 進路講話の実施
進路指導部から学年に応じた進路に関する講話を実施し、進路意識
の定着を図る。

45.9% 54.1% 0.0% 0.0% 3.46 回数が少なかってので、もう少し機会を増やしても良いと感じた 3.55 -0.09

○ 進路資料室の整備
進路資料室を設置し、就職・進学・学習・情報機器などの整備し、
進路活動の充実を図る。

32.4% 67.6% 0.0% 0.0% 3.32 利用率が低い、原因は、空調などが他の部屋に劣ることや、入りやすい工夫を考える 3.53 -0.21

○ 進路委員の活用
各学年クラスに進路委員を設置し、個別の資料配布や情報提供の活
動を活性化させる。

45.9% 48.6% 5.4% 0.0% 3.41 クラスと進路指導部の繋ぎ役として大いに助かっている。 3.13 0.28

○ 勤労観の育成
就労体験(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)を実施し、なれる職業ではなく、なりたい職業
を探求する。

48.6% 48.6% 2.7% 0.0% 3.46 コロナで未実施の生徒もいたが、学年の協力でほぼ全員の参加ができた 3.58 -0.12

○ 進路面談
生徒と個別面談を行い、進路意識の確認、希望の明確化と同時に、
自己啓発を促す。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51 一人一人と面談でき、進路選択や必要なアドバイスをするきっかけになった 3.58 -0.07

〇
キャリヤパスポートの
活用

R4年度入学生よりBYODを活用し、自身の活動記録をさせ、自己理解
や適正職種を探す。

27.0% 62.2% 10.8% 0.0% 3.16 定期的なパスポートへの入力をすることができている、個人タブレットに保存しているして

○
図書室の利用推奨・生
徒の居場所づくり

読書に親しめるように、蔵書・施設環境の充実を図り、図書委員と
ともに読書啓発活動を企画する。図書室の開放日を増やし、生徒が
落ち着いて過ごせる居場所づくりに取り組む。

48.6% 48.6% 2.7% 0.0% 3.46
スマホの使用が許可されたせいか、図書室の利用は激減している。ただ、人のいない場所を好
む生徒がよく静かに利用している。

3.63 -0.17

○
図書室の授業利用の促
進

課題研究や、問題解決のための情報収集ができるように、情報機器
の管理や工業や商業に関する蔵書の充実に取り組む。

24.3% 64.9% 8.1% 2.7% 3.11 専門書は各科でないとわからないので、それを念頭に置いて図書の充実を図る必要がある。 3.05 0.06

○ ○
新聞の活用と、進路資
料の充実

新聞掲示板に新聞記事を掲示し、生徒の社会への興味関心を高め
る。また、進路や検定、小論文に関わる書籍や資料の充実に取り組
む。

27.0% 54.1% 18.9% 0.0% 3.08 進路や検定等に係る図書は、進路資料室や各科に準備されている。 3.25 -0.17

○ 人権ＨＲ・行事の実施
各学期ごとに人権ＨＲや人権行事（映画鑑賞・講話）などを実施す
る。

27.0% 54.1% 18.9% 0.0% 3.08 学期ごとにはできなかった。しかし、学期ごとは難しい。 3.55 -0.47

○
人権教育推進のための
教員研修会の実施

新たな課題に対応するための教員向け研修会の実施。 45.9% 37.8% 16.2% 0.0% 3.30 研修を実施してもなかなか集まらない。職員会議も然り、という姿勢は是正すべき。 3.18 0.12

○ ○ ○ 健康管理の徹底
定期健診の受診率を上げ、事後処置の促進に努める。
健康に関する情報を提供し、健康管理についての関心を高める。
新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染症予防教育を行う。

59.5% 37.8% 2.7% 0.0% 3.57
コロナ及びインフルエンザ等の感染対策及び家庭、学校、医師の連携の充実、生徒の健康診
断による事故処置の徹底。

3.53 0.04

○ ○
危機管理・組織的な連
携

校内救急体制の周知徹底や救急処置法の習慣などの研修会を実施す
る。

45.9% 45.9% 8.1% 0.0% 3.38 救急救命法の講習会開催、保健部による緊急時における避難持た出しの徹底。 3.35 0.03

○ ○ 基本的な生活習慣
睡眠や食事など基本的生活習慣を確立させるため、健康相談・教育
相談機能を充実させる。

37.8% 54.1% 8.1% 0.0% 3.30
保健だより等より感染対策対策による衛生面での指導、健康的な日常生活の指導。集会、講習
会での保健指導。

3.45 -0.15
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〇 基本的生活習慣の確立 無断欠勤の解消・体調管理・服装指導・マナー指導を徹底する 32.4% 54.1% 13.5% 0.0% 3.19 毎日担任の先生方を含め、全員ができるまで声かけをしていただいています。 3.28 -0.09

〇
基礎学力を基盤とする
指導

タブレット学習の定着。学習サポートを利用し、授業担当者との連
携を図り、学習意欲と学習を充実させる

45.9% 37.8% 16.2% 0.0% 3.30 classroomを多く活用し、基本的にタブレットを使用した展開を実施せている。 3.13 0.17

〇
生徒の自主・自律・共
生

学校行事･HR活動・学年集会の充実。 48.6% 45.9% 5.4% 0.0% 3.43 生徒が自主的に取り組めるように、様々な場面で仕掛けを作っている。 3.35 0.08

〇
自己実現に向けての情
報収集・提供

進路指導部と連携し、キャリアパスポートを活用する 35.1% 59.5% 5.4% 0.0% 3.30 振り返りとして、タブレット上に記録している。 3.25 0.05

〇 基本的生活習慣の確立 無断欠勤の解消・体調管理・服装指導・マナー指導を徹底する 32.4% 56.8% 10.8% 0.0% 3.22 学年の生徒全般にわたって自覚も芽生え、良好であった。 3.05 0.17

〇
基礎学力を基盤とする
指導

学習サポートを利用し、授業担当者との連携を図り、学習意欲と学
習を充実させる

35.1% 59.5% 5.4% 0.0% 3.30 まだまだ基礎学力が定着しているとは言いがたく、やや不満が残る。 3.18 0.12

〇
生徒の自主・自律・共
生

HR活動・学年集会の充実 35.1% 56.8% 8.1% 0.0% 3.27 普通のことはできるようになってきていると感じる。 3.25 0.02

〇
自己実現に向けての情
報収集・提供

進路指導部と連携し、キャリアパスポートを活用する 32.4% 59.5% 8.1% 0.0% 3.24 少しずつ進路意識が芽生え始め、やや満足のいく状況であった。 3.45 -0.21

○ 基礎学力の定着
スタディサプリを活用して、定期的に自分の基礎的な学力を確認し
向上を目指し、進学・就職につなげていく。

32.4% 56.8% 10.8% 0.0% 3.22
学年当初よりスタディーサプリの運用、校内でのサポート活動により、成績不調者への対応を実
施し、それぞれのレベルに合うよう指導、その結果が出た。

3.18 0.04

○ ○ 生活習慣の確立
とにかく、「どんなことにでも積極的にすぐ行動しよう。」を目標
に学校でも家庭でも行動を起こし、また生活習慣を見直す大切さを
指導している。

32.4% 56.8% 10.8% 0.0% 3.22 最終学年となり、それぞれ生徒の自覚が表面に出たと考える。 3.08 0.14

○ ○
身だしなみを整える、
健康管理

各自日々服装を正し、校則に則って高校生らしい髪型、行動、服
装、言葉遣いに気を配って行動をとるよう指導している。感染予防
対策を十分おこなう。

27.0% 51.4% 18.9% 2.7% 3.03
時代が変われど、高校3年生ともなると、TPOの使い分けができたのでは無いかと考えるが、少
人数であるが、指導の対象となる生徒が居たことは、残念である。

2.78 0.25

○
将来を見据えた進路指
導

定期的に進路希望調査、適時個人面談を行い、家庭との連携・協力
をして進路指導を行っている。1学期終了をもって、具体的的な就
職・進学の選考・決定・提出書類の作成と慎重な作業を心がける。

45.9% 51.4% 2.7% 0.0% 3.43 進路指導部、担任、学年団が協力し、生徒の適正、希望等多くの時間を使って、指導できた。 3.40 0.03

○ 学年通信の発行
毎月はじめに学年の様子や行事予定など、学校の様子を各家庭に向
けて発信している。

51.4% 43.2% 5.4% 0.0% 3.46 今尚、コロナ禍であり、学校での出来事、毎月の予定等を家庭と共有できたと考える。 3.50 -0.04

〇 ICT環境の充実
タブレット、パソコン、プロジェクターなどのICT機器を活用し、視
覚的に工夫した授業を行う。

32.4% 59.5% 8.1% 0.0% 3.24 各科目で生徒に視覚的にわかりやすく、興味・関心が持てるように工夫した。 3.40 -0.16

〇 授業改善
相互授業の参観を行い、新学習指導要領に対応した授業改善を行
う。

32.4% 54.1% 13.5% 0.0% 3.19 お互いの授業での取り組みを上げ、改善点を話し合うことができた。 3.33 -0.14

〇
基本的な生活習慣の確
立

実習毎の集合・点呼・講話を通して、挨拶・実習安全等の意識を高
める。

62.2% 37.8% 0.0% 0.0% 3.62 生徒一人ひとりの小さな変化を共有し、適時その場に応じた講話を心掛けることができた。 3.55 0.07

〇 積極的な資格取得
技能検定などの資格取得を通して、学ぶという姿勢を大切にし、自
ら考え行動できるようにする。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51
技能検定（普通旋盤・フライス盤・機械検査）などの資格を部活動と両立し、計画を立てて積極
的に取得できた。

3.58 -0.07

〇 キャリア教育の推進
工場見学・高大・産学連携事業を通じて、仕事に対する意識や職業
観の育成を図る。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51
工場見学によって、企業の動向を確認したり、大学や民間企業と協力することによって、意識に
変化が見られた。

3.45 0.06

〇
課題研究による地域貢
献

地域の要請に応じて、作品・製品を製作したり、小中学生に対する
出前工作を行う。

54.1% 45.9% 0.0% 0.0% 3.54
自分たちの身に付けてきた技術・技能を使って作品を製作したり、積極的に外部にものづくりの
楽しさを伝えることができた。

3.58 -0.04

〇
オープンハイスクール
の充実

数多くの講座を開講し、少人数できめ細やか指導を行うことで、内
容を充実し、中学生や保護者にアピールする。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51
少人数で体験学習を行うことで、先輩たちが良き指導者として行動することができ、お互いに成
長することができた。

3.60 -0.09

〇 危機管理の徹底
実習安全標語やポスター制作に取り組み、危機管理能力の育成を図
る。

51.4% 48.6% 0.0% 0.0% 3.51 危険性を実習を通して、意識することで、実習安全に取り組む姿勢を大切にすることができた。 3.53 -0.02

○
オープンハイスクール
の充実

中学生や保護者に電気技術教育の重要性を啓蒙すること 45.9% 43.2% 8.1% 2.7% 3.32
ビデオ映像、パワポ、全国大会一位の指導者による体験的な内容の指導、体験学習を基本に
活動を構成させた。反応も良好であった。

3.53 -0.21

○ 地域貢献活動 出前授業を実施すること 51.4% 45.9% 0.0% 2.7% 3.46
市内の小中学校にものづくり体験学習を実施、テレビや新聞にも紹介され、高い評価を得てき
た。

3.60 -0.14

○
ICT機器を用いた授業展
開

タブレットやPCを活用し、デジタル社会に対応できる授業を展開す
ること

54.1% 45.9% 0.0% 0.0% 3.54 全員が活用実施できるようになった。 3.65 -0.11

○ ○ ○ 電気工学教育の充実
企業連携、大学連携を踏まえつつ専門的職業人の育成に向けた教育
の充実を図ること

48.6% 45.9% 5.4% 0.0% 3.43
電気学会全国大会で優秀賞、マイコンカー全国大会に出場、電気系国家資格の取得率向上な
ど。

3.48 -0.05

○ 授業改善
アクション・リフレクション・コラボレーションに考慮した授業改
善につとめること

29.7% 59.5% 8.1% 2.7% 3.16 授業改善の結果、学年の成績の平均値が向上した。 3.28 -0.12

〇 キャリア教育の推進
企業見学・高大連携授業を通じて仕事に対する意識や職業観の育成
を図る。

32.4% 54.1% 8.1% 5.4% 3.14
例年であれば、各学年での企業見学・高大連携出来ただろうが、その実施がままならず、残念
である。

3.08 0.06

〇 授業改善
新学習指導要領に基づいた、生徒にわかり易い授業改善・評価基準
の精選をおこなう。

29.7% 62.2% 8.1% 0.0% 3.22
教科での話し合い、他校からの情報等、より良い評価の実現に向け、各教師の研究・実施が行
われた。

3.21 0.01

〇
オープンハイスクール
の充実

オープンハイスクールの内容をより充実し、中学生や保護者にア
ピールをする。

40.5% 51.4% 8.1% 0.0% 3.32
商業科目をどう中学生、保護者に理解していただくか、毎年のように話し合い実施している。本
年度も、情報機器の操作、複数の商業科目（電卓・簿記）の同時進行による商業の楽しさ、有用
性を体験し貰った。

3.46 -0.14
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